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　６月12日のじんけん楽習塾は「やさしい日本
語は　多文化共生社会の　マナー」 がテーマで
す。 講師は吉田美穂子さん （『入門 ・ やさし
い日本語』 認定講師） です。

●「難民」 という言葉はずいぶん以前より知ってい

たが、実際に今までの人生でお会いしたことはなく、

支援をどのようにしていけばよいかイメージしづら

かった。

　玉利さんの話を聴いて、 より難民についての知識

を深めることができ、 自分にできることは何がある

か具体的に考える良い機会になった。

　今後、 業務として相談を受けることもあるし、 業務

に関係なく支援できることはしていこうと考えている。

●難民認定の日本でのむずかしさ、 話には昔から

聞いてましたが、 深く学ぶこともないまま、 日々を

すごしています。

●「難民」 について詳しく知ることができた。 日本

では、 認定されるのが難しいということは知ってい

たが、 申請中の支援については知らないことばか

りでした。 大阪府内で、 難民の方たちを支援する

団体などを知りたいと思いました。

　「難民」 を知ることが第一歩。 出会わなければ、

身近に考えにくいですが、 多文化共生の社会づく

りを実現するためには、 自分ごととして考えなけれ

ばならないと思った。

●資料が手元にあるか、 映像がもっと大きければ

ありがたかったです。 グループワークの中でも、 出

会わないね、 何ができるかナ、 など話もあり、 入

国管理局の刑務所のような実態しかわからないこと

もあったが、 国内にどれだけ管理局があるのかも

知らなかったことを恥じます。 又、調べたホームペー

ジ先は明るい雰囲気で現状とのギャップにクラっと

きました。

●戦争、 紛争、 貧困…というイメージを 「難民」

ということばに、 自分がもっていたと気づきました。

その背景が本当に多様であり、 それぞれに、 痛み、

思いをもって、日本へ来られたことを知り、なおさら、

その未来を日本社会が保障していける、 法整備を

すべきだと思いました。

　状況や背景はちがえど、 外国ルーツをもち、 日本

でくらす子どもたちのことも重なり、 一人ひとりの未

来を描いていける社会にしたい。 そのためにできる

ことをもっと、 ふやしたいと思います。

●なにが出来るか、 本当に考えさせられました。

自分が出来ることは衣料や食料支援、 それもほん

の一部でしかないので、 あとは支援窓口に繋ぐこ

と、 具体的な情報を持っておくことだと思いました。

難民と避難民、 不法滞在についてもよく理解でき

ていなかったとわかりました。

●なんとなく知っているけど、 よく知らない難民のこ

とを、 知ることができてよかったです。 わかりやすく

説明していただきありがとうございました。

●「難民」 の人々が日本に来られたときの厳しい

状況、 そしてどう未来を切り開いていけるのか、 知

ることができました。 難民申請期間の初期をどう過

ごすかの情報を早く伝えられるように施策が整えば

と思いました。「難民」とひとくくりにするのではなく、

1 人 1 人の可能性を大切にできる社会を作りたい

ものです。

●今まで感心を持たずにすごしていたことを気づか

されました。まずは知ることから始めたいと思います。

　難民として日本に来たかたは、 日本に住み続けた

いと考えていましたが、 祖国に帰ることを望んでい

るということを知れたのもよかったです。

●ほんと知らないことが多過ぎて、 頭がめぐりまし

た。 いろいろ難民センター支援のことを知れたのは

多きかったです。 まわりの人ともいろいろ議論でき

たのもよかったです。 話すこと、 みんな同じ人だと

いうとこを強く感じました。

　非常勤保育士の傍ら、 仲間とやさしい日本語

普及活動をしています。 よろしくお願いします。

森実さん

●日本は難民受け入れに消極的でハードルが高

い。 国際的にも非難されていると聞いています。 そ

の背景は様々ですが、 実際に難民申請している人

たちが、 認定されるまでとても困難な状況に置か

れていることを知り、 驚きました。 認定の結果がで

るまで平均４年はかかる、しかも不認定率が 99％。

なぜかなぁ？難民だけでなく、 外国人に閉鎖的で

ある日本のあり方に疑問です。 共に生きる社会を

めざしていきたい。 難しいテーマでしたが、 すごく

勉強になりました。

●「できること」 まずは知ること、 それを知ってる人

に伝えることも大きな一歩、 と言ってくださったこと

で、 自分もまずはもっと知っていこうと思えました。

ありがとうございました。

●現在難民の数が 1.1 億人を越え、 世界の総人

口の 1.4％に当たることを知ると、日本でも （近い）

将来、 切羽詰まった状況が起こり、 私も難民とし

て日本を離れ、 自分が 「安全で平和」 と判断し

た国に希望を託し、 その国で難民申請をすると、

非常に厳格な法的枠組みに直面し、 短期の不安

定なビザの下、 就労も出来ず野宿生活を余儀なく

され、 日本に帰りたくても危険で帰国は無理、 と

いう非常に厳しい状況を、 思わずシュミレーション

してしまいました。
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★今回のOYAOYA川柳★

なんみんを　みぢかにおもう　がくしゅうじゅく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（どんちゃん）

気が付くよ！　知らない事の　多い事！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（かっしゃん）

連絡

　毎回ふりかえり用紙をくばります。 オンラインの場合はファイルを送ります。 後でメールファックスでもい

いので送ってください。 お願いします。 通信に反映させたいと思います。 （公開だめなものはオープンに

しません）

　写真を撮影しますが、ＯＹＡＯＹＡ通信、八尾市人権協会のホームページなどで使用する場合があります。
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